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栽培漁業センター生産事業 
（2015 年度のヤイトハタ早期採卵） 
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本事業は，沖縄県農林水産部水産課の魚類養殖種苗要望調

査に基づく養殖用ヤイトハタ種苗の配付要望数を満たすた

め、沖縄県水産海洋技術センター石垣支所（以下、石垣支所）

においてヤイトハタの親魚養成および早期採卵を行い、沖縄

県栽培漁業センター（以下、栽培センター）へ受精卵を輸送

することを目的とした． 
2015年の採卵に使用した親魚は、1群17尾（B群－沖縄本

島産天然魚1尾、人工種苗養成魚16尾）で、250kLコンクリ

ート製八角水槽にて養成した．餌は、主に本土産サバを給餌

した他に外国産ムロアジを与え、採卵前2カ月頃からは、

DHA製剤およびビタミン剤を封入した医療用カプセルを餌

の腹腔内に挿入して給餌した（図1）． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早期採卵は、ボイラーによって加温した地下浸透海水によ

る環境制御によって催熟と産卵誘発を行った．飼育水の加温

は、2014年12月22日から開始し、自然海水が25℃前後とな

った2015年4月27日まで継続した．加温中の飼育水温は、

24.0～27.3℃であった（図2）． 
 2015年の産卵は、2月18日からはじまり、2月21日に最初

の受精卵を確認した．2月の産卵は、27日までの間に計6回確

認された．その後も産卵は続き、3月から7月にかけて計18
回確認された．産卵期間中の水温は、25.6～29.6℃で推移し

た．2015年の栽培センターへの受精卵の輸送は、2月21日か

ら5月19日にかけて7回行い、輸送した受精卵の総重量は、

5,935gであった（表1）． 
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図1 ヤイトハタ親魚の月間給餌量 

図2 ヤイトハタ親魚の飼育水温および採卵量 

表1 ヤイトハタの産卵および栽培センターへの輸送状況 
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